
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１０号 

平成２９年１月６日発行 

問合せ：只見振興センター 

☎ ０２４１－８２－２１４１ 

只見振興センターの基本構造が完成し棟木を上げるときに行われる「上棟式」が 11 月 10 日に行われま

した。目黒前町長から、「立派な只見振興センターが安全に完成することを願います」と挨拶があった後紅白

餅や五円玉がまかれ、只見振興センター建設工事の安全を関係者と参列者が共に祈願した一日でした。 

冬期間は屋根からの落雪が予想されますので、工事現場には近づかないようお願いいたします。 

十
一
月
十
二
日
（
土
）
に
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
隊
と
そ
の
家
族
を
対
象
と
し
た

視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。 

今
年
は
新
潟
県
三
条
市
を
訪
問
し
、

「
新
潟
・
福
島
豪
雨
災
害
」
を
教
訓
と

し
て
水
防
に
つ
い
て
の
知
識
を
学
び

ま
し
た
。
ま
た
、
三
条
消
防
署
で
消
防

車
や
救
急
車
等
の
特
殊
車
両
や
消
防

活
動
に
つ
い
て
も
勉
強
し
、
有
意
義
な

一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

【
参
加
者 

二
十
五
名
】 

八
月
～
十
月
に
か
け
て
計
四
回
、
国

や
新
潟
・
福
島
両
県
の
協
力
を
得
て
、

視
察
・
体
験
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
し

た
。
残
念
な
が
ら
、
新
潟
県
側
か
ら
の

ツ
ア
ー
は
累
計
降
水
量
が
規
定
量
を

越
え
、
中
止
と
な
り
ま
し
た
。 

今
し
か
見
れ
な
い
工
事
の
状
況
で

す
。
来
年
度
も
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。 

只
見
地
区
地
域
づ
く
り
委
員
会
（
部
長 

赤
塚
公
生

さ
ん
）
の
主
催
で
、
十
月
十
日
（
月
）
に
、
新
潟
県
小

千
谷
市
の
慈
眼
寺
や
長
岡
市
の
河
井
継
之
助
記
念
館
、

山
本
五
十
六
記
念
館
な
ど
を
視
察
し
ま
し
た
。 

慈
眼
寺
の
「
会
見
の
間
」
は
今
か
ら
１
４
８
年
前
の

雰
囲
気
を
体
験
で
き
る
貴
重
な
も
の
で
し
た
。 

【
参
加
者 

十
五
名
】 

か
ら
だ
塾
の
番
外
編
と
し
て
、
十
一
月
十
三

日
（
日
）
に
十
島
地
区
か
ら
塩
沢
地
区
に
か
け

て
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。 

十
島
に
あ
る
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
ス
タ
ー

ト
し
、
対
岸
に
あ
る
塩
沢
の
河
井
継
之
助
記
念

館
ま
で
み
ん
な
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。
河
井
継
之

助
記
念
館
か
ら
十
島
の
絶
景
を
眺
め
、
秋
晴
れ

の
す
が
す
が
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

【
参
加
者 

十
六
名
】 

清
々
し
い
秋
晴
れ
の
も
と
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
行

い
ま
し
た
。
普
段
車
窓
か
ら
見
る
景
色
と
は
違
い
、

新
た
な
魅
力
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

か
ら
だ
塾
で
は
、
誰
で
も
で
き
る
運
動
を
み
ん
な

で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。 

（
た
だ
み
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ブ 

渡
部
一
昭
） 

 今回の研修は何度か訪れていた場所でしたが、

改めて「もし河井継之助が生きていたら歴史はど

うなっていたのだろう？」と思いを巡らせました。    

地域づくり委員会副会長 渡部仁一 



講
師:

只
見
そ
ば
部
会 

赤
塚
房
子
さ
ん
・
吉
津
幸
子
さ
ん 

講
師
：
三
瓶
彰
治
さ
ん 

『
縄
よ
り
は
昔
を
思
い
出
し
、
と
て
も
懐
か
し
く
感
じ
ま
し

た
。
楽
し
か
っ
た
の
で
次
回
も
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
で
す
』。 

目
黒
ス
ミ
子
（
沖
） 

講
師
：
吉
津
成
人
さ
ん 

【
参
加
者 

四
名
】 

『
お
っ
と
り
し
た
優
し
い
先
生
に
教
え
て
い
た
だ

き
、
あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ま
た
参
加
し
た
い
で
す
』。 

鈴
木
幸
子
（
上
町
） 

 

新
し
い
振
興
セ
ン
タ
ー
の
建
物
が
完
成

に
近
づ
い
て
い
ま
す
。
住
民
が
誰
で
も
集
え

る
場
所
。
子
ど
も
た
ち
の
明
る
い
声
が
響
く

場
所
。
「
ち
っ
と
振
興
セ
ン
タ
ー
さ
行
っ
て

み
っ
か
」
「
振
興
セ
ン
タ
ー
さ
集
ま
っ
ぺ
」

そ
ん
な
空
間
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
地
域
の

絆
が
強
い
こ
こ
只
見
の
新
し
い
『
名
所
』
と

な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
四
季
折
々
の
イ
ベ
ン

ト
に
加
え
、
様
々
な
講
座
が
開
か
れ
、
地
域

の
豊
か
な
く
ら
し
を
演
出
し
て
く
れ
る
振

興
セ
ン
タ
ー
。 

 

さ
ぁ
み
な
さ
ん
、
新
し
い
振
興
セ
ン
タ
ー

さ
行
っ
て
み
っ
ぺ
！ 

広
報
広
聴
部 

青
田 

亮
一 

『興味本意での参加でしたが、楽しく仕上げる事が出来ました。手先の器用さとセンス、そして丁寧

にやることだと実感しました。』目黒ツネ子（宮前） 

『隣町の郷土料理ということで期待しながら参加しました。〝里芋ぼた〟は、うるち米と里芋を一緒に炊

いたぼた餅です。とても美味しくいただきました。皆さんも参加してみませんか？』河原田宏子（宮前） 

『
難
し
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ご
指
導
の
お
か
げ
で
楽

し
く
あ
っ
と
い
う
間
に
で
き
ま
し
た
。
年
末
は
年
越
し
そ
ば

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
で
す
。』
。 

青
山
加
津
子
（
蒲
生
）  

【
参
加
者 

十
二
名
】 

 

 

 

 

講 座 講 師 受講料（初回） 開催時間 備 考 

おりがみ 五十嵐成明さん 無 料 13:00～16:00 12/7～3/8迄 毎週水曜日 

つる細工 只見民芸品保存会 1,000円 9:00～16:00 1/11～3/8迄 毎週水曜日 

ねんど細工 五十嵐誠子さん 1,000円 13:00～15:30 1/12～（6回程度）毎週木曜日    

パッチワーク 鈴木雅子さん 1,000円 13:30～15:30 1/6～※詳細は初回に決める 

ハンドメイド 栗田味代子さん 200円 9:00～12:00 1月 19日（木）1回 

本格カレー 大竹康平さん 1,000円 9:00～12:00 1月 29日（日）1回 

お申し込み、お問い合わせは只見振興センターまで 

講師：山彩すもんの会（魚沼市） 
酒井イホさん・大塚道子さん 

魚沼市から講師をお招きし、「魚沼の郷土料理」４品を学びました。里芋を使用したぼた餅等

只見町にはない珍しい料理も味わう事が出来、調理を通して魚沼と只見の交流も深まり、楽し

い時間を過ごすことができました。【参加者 14名】 

 

講師：辺見美代子さん（南会津町） 

一閑張りとは、竹で編んだ笊や籠に和紙を張り柿渋を重ね塗りしたものを言います。柿渋は

防水・防虫・防腐効果があり、とても丈夫になります。皆さん思い思いの布や紙を貼り、それ

ぞれとても素敵に仕上がりました。【参加者 14名】 

 

【
参
加
者 

十
六
名
】 

あああ
ととと
ががが
ききき   

 

十
二
月
二
十
一
日
（
木
）
に
、
只
見
高
校
生

と
町
内
の
青
年
十
六
名
が
子
ど
も
た
ち
に
夢

を
お
届
け
し
ま
し
た
。 


